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今
年
で
開
設
か
ら
90
年
を
迎
え
た
塩
竈
市
魚
市
場
。
今
月

は
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
塩
竈
市
魚
市
場
開
設
50
周
年
記

念
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
と
魚
市
場
の
歴
史

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
４
年
４
月
に
魚
市
場
が
港
町
に
開
設
さ
れ
、
昭
和
11

年
頃
に
は
船
主
や
水
産
加
工
業
を
目
指
す
人
の
移
住
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
に
よ
る
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
漁
船
の
大
型
化
な
ど
に
よ
り

大
量
水
揚
げ
が
続
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

新
漁
港
の
整
備
と
と
も
に
、
昭
和
40
年
に
現
在
の
場
所
へ
魚

市
場
が
移
転
、
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
魚
市
場
に
は
お
さ
か
な
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
「seri-m

iru

」
を
は
じ
め
、
楽
し
め
る
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
魚
市
場
へ
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

（
参
考
文
献
「
塩
竈
市
史
Ⅱ
」、「
塩
竈
市
魚
市
場
50
年
の
歩
み
」
）

　

第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
彫
刻
展
で
、
本

市
出
身
・
在
住
の
彫
刻
家 

赤
井
靖
武
さ

ん
が「
凛
」と
い
う
作
品
で
最
高
賞
の「
宮

城
県
芸
術
祭
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

賞
の
受
賞
は
２
度
目
で
す
。
赤
井
さ
ん
は
、

今
年
５
月
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た「
第
67

回
創
型
展
」で
も
、「
陽
だ
ま
り
の
丘
」と

い
う
作
品
で
最
高
賞
に
次
ぐ「
文
部
科
学

大
臣
賞
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

赤
井
さ
ん
は「
凛
」に
つ
い
て「
現
状
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
地
に
足
を
着
け
て
、

次
の
目
標
を
見
据
え
る
と
い
う
思
い
を
込

め
ま
し
た
」と
話
し
、
続
け
て「
御
座
船 

龍
鳳
丸
の
龍
頭
を
彫
刻
し
た
塩
竈
市
の
彫

刻
家
佐
藤
允
了
さ
ん
は
、
実
は
、
私
の
先

生（
及
川
茂
）の
兄
弟
子
で（
師
弟
関
係
で

い
う
と
）叔
父
に
あ
た
る
方
で
す
」と
本
市

本
市
出
身
・
在
住
の
彫
刻
家 

赤
井
靖
武
さ
ん

本
市
出
身
・
在
住
の
彫
刻
家 

赤
井
靖
武
さ
ん

―
創
型
展 

文
部
科
学
大
臣
賞
・
宮
城
県
芸
術
祭
賞 

受
賞―

―
創
型
展 

文
部
科
学
大
臣
賞
・
宮
城
県
芸
術
祭
賞 

受
賞―

思
い
出
写
真
館 

⑦

　主に昭和40年代から平成10年頃までの塩竈の写真
を募集します。この年代以外でも懐かしい写真があ
りましたら、ぜひお寄せくだささい。詳しくは市
ホームページをご覧いただくか、政策課市政情報係
(☎355-5728)まで問い合わせください。

の
彫
刻
家
の
縁
を
感
じ
る
話
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

赤
井
さ
ん
は「
彫
刻
家
を
志
し
て
、
ち

ょ
う
ど
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

若
い
芸
術
家
、
彫
刻
家
を
目
指
す
人
た
ち

を
増
や
し
、
そ
の
人
た
ち
が
作
品
を
発
表

で
き
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

塩
竈
市
出
身
の
彫
刻
家
と
し
て
、
地
域
の

た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

菅
野
美
術
館
で
は
、
宮
城
県
芸
術
祭
菅

野
美
術
館
賞
受
賞
者
の
作
品
を
集
め
た
展

示
が
12
月
11
日
㈬
〜
25
日
㈬（
16
日
㈪
、

17
日
㈫
は
休
館
）に
行
わ
れ
ま
す
。
赤
井

さ
ん
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▲昭和55年撮影

▶赤井靖武さん

▶「凛」蓮を見つめる猫には自身の思いが込
　められている

▶「陽だまりの丘」 一つの木材から彫り出され
　ている。「凛」も同様に彫り出され、２つの作
　品は同じ木から作られた
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